
まちの 
元気者 
まちの 
元気者 

手続きは簡単です！ 
役場3階で住所と名前を書くだけ 

みなさん議会傍聴に

来てください
みなさん議会傍聴に

来てください
みなさん議会傍聴に

来てください
6月定例会予定 

議

長

 
 

委
員
長 

副
委
員
長 

委

員

 丹

羽

　

勉

 
 

岡

　

孝

夫

 

酒

井

正

宗

 

吉

田

　

正

 

鈴

木

義

彦

 

伊

藤

　

浩

 

丹

羽

　

孝

 

発
行
責
任
者 

 

議
会
広
報
常
任
委
員
会 

 

6月 2日（金） 提案説明 

6月 6日（火） 一般質問 

6月 7日（水） 一般質問 

6月 9日（金） 質疑・委員会付託 

6月13日（火） 総務建設常任委員会 

6月15日（木） 文教福祉常任委員会 

6月22日（木） 討論・採決 

表紙の写真 

その笑顔で、
明日へ

　今日のこのひとときも、か
けがえのない思い出の1ペ
ージに。 
　その笑顔を忘れないで、
明日に向かって歩き出そう。 

議
会

だ
よ

り
 

楽しく！ なかよく！ 活動中 
堀尾さくら会 

会長 大島弘幸さん 

特集　平成29年度一般会計予算 
法人町民税　増収を見込む 
インフラの整備・充実 

一般質問　自転車事故の削減対策は 
　　　　　小学校登下校時の見守り体制は 

～

発
行

／
大

口
町

議
会

　
編

集
／

議
会

広
報

常
任

委
員

会
 

議
会

だ
よ

り
は

再
生

紙
を

使
用

し
て

い
ま

す
。

 

〒
480-0144 愛

知
県

丹
羽

郡
大

口
町

下
小

口
七

丁
目

155番
地

 
T

EL（
0587）95-1702（

直
通

）　
 FA

X
 95-1454

3月16日　南小学校卒業式 3月16日　南小学校卒業式 

会議録が閲覧できます 
http://www.town.oguchi.aichi.jp

/2741.htm

取材を終えて 
　今後の超少子高齢社会では、老人会の役割
がますます重要になると思いました。 

（鈴木義彦） 

グラウンドゴルフを楽しみながら体力・健康づくり 

佐野先生の講演を聞くさくら会の皆さん 

♪　堀尾さくら会とは？ 
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■ここがポイント！ 
①法人町民税 

景気の緩やかな回復基調により1億5840万円の増額を見込
んでいます。しかし、為替相場等に大きく左右される企業
が多いため、景気・経済の動向から目を離せません。 

②個人住民税 
給与の底上げや納税義務者数の増加により6050万円の増
額を見込んでいます。 

 
　
歳
入
80
億
円
の
う
ち
、町

が
自
主
的
に
調
達
で
き
る
町

税
や
諸
収
入
な
ど
の
「
自
主

財
源
」
は
全
体
の
75
%
と
比

率
が
高
く
、引
き
続
き
健
全

な
状
態
が
続
い
て
い
ま
す
。

（
図
1
） 

　
本
町
に
と
っ
て
重
要
な
財

源
の
法
人
町
民
税
は
、近
年

の
税
制
改
正
等
の
影
響
を
受

け
つ
つ
も
約
1
億
6
千
万
円

の
増
収
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。 

（
表
1
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 【
町
税
の
状
況
】
…
歳
入
の
６６

%
で
、収
入
の
柱
 

　
町
税
全
体
で
は
2
億
3
千

万
円（
4
・
6
%
）の
増
収
を

見
込
ん
で
い
ま
す
。
町
税
は
、

景
気
の
変
動
に
よ
り
影
響
を

受
け
る
法
人
町
民
税
に
比
例

し
て
増
減
す
る
傾
向
が
あ
り

ま
す
。
法
人
町
民
税
の
推
移

を
み
る
と
、平
成
28
年
度
当

初
予
算
で
は
3
億
1
4
4
0

万
円
の
大
幅
減
で
し
た
が
、

平
成
29
年
度
当
初
予
算
で
は

増
収
に
転
じ
て
い
ま
す
。
固

定
資
産
税
は
町
税
全
体
の
半

分
以
上
を
占
め
、安
定
し
た

財
源
と
し
て
町
の
財
政
基
盤

を
支
え
て
い
ま
す
。（
表
1
） 

　
歳
出
を
性
質
別
に
み
る
と
、

義
務
的
経
費
の
人
件
費
、扶

助
費
、公
債
費（
借
金
返
済
）

は
35
%
で
す
。
こ
の
比
率
が

低
い
ほ
ど
、町
独
自
の
施
策

展
開
に
余
力
が
あ
る
と
判
断

さ
れ
ま
す
。 

　
投
資
的
経
費
の
普
通
建
設

事
業
は
、道
水
路
等
の
生
活

基
盤
整
備
や
将
来
に
向
け
た

施
策
経
費
で
す
。（
図
2
） 

　
町
民
一
人
当
た
り
に
使
わ

れ
る
お
金
で
は
、民
生
費
の

割
合
が
最
も
高
く
な
っ
て
い

ま
す
。 

　
前
年
度
と
比
較
す
る
と
、

北
保
育
園
建
設
事
業
が
ほ
ぼ

完
了
し
た
こ
と
に
よ
り
民
生

費
が
減
少
、国
道
41
号
の
6

車
線
化
に
併
せ
た
町
道
な
ど

の
整
備
事
業
に
よ
り
土
木
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が
増
加
し
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い
ま
す
。（
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3
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平成29年度 

税　目 

個人町民税 

法人町民税 

固定資産税 

その他 

合　計 

29年度 

13億7,300万円 

8億5,810万円 

27億8,366万円 

2億3,730万円 

52億5,206万円 

前年度比較 

6,050万円 

1億5,840万円 

1,350万円 

▲60万円 

2億3,180万円 

会　計　名 

国民健康保険 

介護保険 

公共下水道 

後期高齢者医療 

土地取得 

農業集落家庭排水 

社本育英 

国際交流 

計 

29年度 

25億1,865万円 

11億5,633万円 

9億6,733万円 

2億6,775万円 

4,798万円 

3,109万円 

679万円 

718万円 

50億310万円 

前年度比較 

▲1,142万円 

8,405万円 

9,285万円 

644万円 

707万円 

▲457万円 

▲110万円 

▲8万円 

1億7,324万円 

表1　町税予算額 （▲は減額を表す） 

図1　一般会計歳入 80億円 （項目別） 

図2　一般会計歳出 80億円 （性質別） 

図3　町民1人当たりに使われるお金（目的別） 
※人口を23,700人で算出 
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■繰 出 金　基金や他の会計に出すお金 

（▲は減額を表す） 

■自 主 財 源　　町が自主的に調達できるお金 
■依 存 財 源　　国や県から交付されるお金 
 
■繰　入　金　　貯金のとり崩しや他の会計か 
　　　　　　　　ら入ってくるお金 
■国庫支出金　　特定事業財源として、国から 
　　　　　　　　交付されるお金 
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・公園整備工事（旧北小学校跡地 約1.73ヘクタール） 8198万円 
　多世代が集う憩いの場として、健康づくり活動等の場を整備する。 

・奨学金返還支援助成 1000万円 
　まちの将来を担う勤労青少年の支援策として、返還金の一部を助成する。 

・3歳未満児保育受入れ人数の拡充  
　入園希望が増えている3歳未満児の受入れを充実する。 

・保育園の給食主食代無料（H22～）、幼稚園の主食代相当分補助（H23～）、
小中学校の給食半額補助（H22～） 

・地方道路等整備 2億8921万円 
　国道41号の6車線化に併せた外坪・松山地区の交差点の工事等、町内の道路を整備
する。 

・雉子野橋架け替え工事 8000万円 
　点検で架け替えが必要と判断された雉子野橋（豊田地区）を架け替える。 

・LED防犯灯整備 867万円 
　町管理の防犯灯を調査して整備計画を策定後、リース方式により、LED灯に更新する。 

・地震対策補助金 520万円 
　地震対策の推進・啓発のため、家具転倒防止・感震ブレーカーの設置に対し補助する

（2年間の限定）。 

 
○町提出（31議案） 
 
　採決の結果 
　【賛成多数で可決】 
　【全会一致で可決】 

3月定例会を、3月2日から23日までの22日間の会期で開催しました。 
税条例等の一部を改正する条例、まちづくり活動促進委員会設置条例の制定、
平成28年度の補正予算、平成29年度の当初予算、監査委員の選任など 
 
税条例等の一部を改正する条例、平成29年度の一般会計当初予算など3議案 
部設置条例の改正、まちづくり活動促進委員会設置条例の制定、放課後児童ク
ラブ条例の改正など28議案 

 
一般質問では、7議員が町政全般にわたり質問しました。 

の整備・充実 インフラ（生活・産業基盤） の整備・充実 インフラ（生活・産業基盤） の整備・充実 インフラ（生活・産業基盤） 

継続事業 新規事業 継続事業 新規事業 継続事業 新規事業 

国道41号の高架トンネルを平面交差点に 架け替えられる雉子野橋 

旧北小学校跡地が憩いの場に生まれ変わる 広く、明るく、快適になった中保育園の未満児室 

防犯灯を蛍光灯からLEDに 感震ブレーカ―（出典：経済産業省） 

3月議会で決まったおもな内容 

き じ の 
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答 □ 問 □ 

答 □ 問 □ 

問 □ 

答 □ 

答 □ 問 □ 

答 □ 

問 □ 

答 □ 問 □ 

問 □ 答 □ 問 □ 答 □ 問 □ 答 □ 

問 □ 答 □ 

答 □ 

問 □ 

問 □ 答 □ 問 □ 

答 □ 

答 □ 問 □ 

問 □ 

答 □ 

質疑
あれこれ
議案質疑、総務建設及び文

教福祉の各常任委員会での

主な質疑を掲載します。 

質疑
あれこれ

法
人
町
民
税
、
町
財
政

の
今
後
の
見
通
し
は
。
 

 税
制
改
正
で
法
人
町
民

税
は
4
〜
5
億
円
の
減
収
を

予
測
。
今
後
、
消
費
税
増
税

に
対
応
す
る
た
め
、
経
常
経

費
の
見
直
し
を
進
め
る
必
要

が
あ
る
。
 

法
人
町
民
税
の
う
ち
、

町
内
の
大
企
業
が
納
め
る
割

合
は
。
 

 法
人
町
民
税
の
約
8
割

を
大
企
業
が
占
め
る
。
 

対
象
と
な
る
団
体
は
。
 

こ
れ
ま
で
は
N
P
O
団

体
（
法
人
・
町
登
録
の
約
50

団
体
）
の
み
だ
っ
た
が
、
行

政
区
や
地
域
自
治
組
織
、
地

縁
の
団
体
も
加
わ
る
。
 

お
や
つ
代
は
い
く
ら
か
。
 

こ
れ
ま
で
と
同
様
、
月

5
0
0
円
。
 

﹇
古
来
種
さ
く
ら
の
育
成
﹈ 

 苗
木
の
生
育
状
況
は
。
 

 平
成
28
年
度
中
に
、
苗

木
は
7
本
し
か
で
き
な
か
っ

た
。
計
画
の
4
0
0
本
は
10

月
ま
で
に
育
成
す
る
。
 

 

﹇
木
造
住
宅
耐
震
診
断
・
改
修
﹈ 

 毎
年
、
予
算
が
減
額
補

正
さ
れ
る
。
地
震
に
対
す
る

住
民
自
身
の
危
機
意
識
も
必

要
だ
が
、
啓
発
活
動
に
も
努

力
を
。
 

 全
国
的
に
大
規
模
地
震

が
頻
発
。
住
宅
改
修
に
は
出

費
が
伴
う
た
め
厳
し
い
面
が

あ
る
。
地
震
対
策
の
1
つ
と

し
て
、
本
年
度
か
ら
始
め
る

耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
等
の
補
助

も
活
用
し
て
も
ら
い
た
い
。
 

﹇
保
育
園
の
看
護
師
配
置
﹈ 

 看
護
師
の
配
置
状
況
は
。
 

 昨
年
11
月
か
ら
1
人
配

置
し
た
。
本
年
度
か
ら
1
人

を
加
え
、
2
人
体
制
と
な
る
。
 

 ﹇
ふ
る
さ
と
寄
附
金
﹈ 

 寄
附
件
数
、
寄
附
金
額

の
状
況
は
。
 

 2
月
末
現
在
、
総
件
数

2
9
1
件
で
寄
附
金
額
は

3
8
8
万
6
千
円
。
う
ち
返

礼
品
を
伴
う
件
数
は
2
8
6

件
で
寄
附
金
額
は
2
9
8
万

円
。
  全

国
の
自
治
体
で
過
剰

な
返
礼
品
が
問
題
と
な
っ
て

い
る
が
、
町
の
考
え
は
。
 

 寄
附
さ
れ
る
方
に
は
、

特
定
の
事
業
に
対
し
応
援
い

た
だ
き
、
過
度
の
返
礼
は
せ

ず
に
継
続
す
る
。
 

﹇
障
が
い
者
自
立
支
援
事
業
 

日
常
生
活
用
具
の
給
付
﹈ 

 日
常
生
活
用
具
の
給
付

の
変
更
点
は
。
 

 補
助
対
象
に
、
視
覚
障

が
い
者
向
け
の
大
活
字
本
の

他
、
国
が
示
し
た
ス
ト
ー
マ

関
係
用
具
な
ど
を
加
え
た
。
 

﹇
長
者
橋
の
架
け
替
え
・
 

苗
田
橋
の
撤
去
﹈ 

 2
つ
の
橋
の
工
事
概
要

は
。
  新

木
津
用
水
の
改
修
工

事
に
伴
う
も
の
で
、
長
者
橋

は
幅
員
を
拡
げ
て
架
け
替
え
、

苗
田
橋
は
二
ツ
屋
側
に
用
水

の
操
作
ゲ
ー
ト
を
設
置
す
る

た
め
不
要
と
な
り
撤
去
す
る
。
 ﹇

地
域
自
治
組
織
に
よ
る
 

防
災
訓
練
﹈ 

 昨
年
、
北
地
域
が
防
災

訓
練
を
実
施
。
南
・
西
地
域

で
の
実
施
の
予
定
は
。
 

 北
地
域
で
は
、
本
年
度

も
実
施
予
定
。
各
地
域
で
の

計
画
と
は
な
る
が
、
南
・
西

地
域
に
も
相
談
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。
 

 ﹇
小
中
学
校
の
給
食
費
﹈ 

 値
上
げ
す
る
と
の
こ
と

だ
が
。
 

 小
学
校
は
2
5
0
円
 

（
14
円
増
）
、
中
学
校
は
2
 

8
6
円
（
20
円
増
）
。
鉄
分

等
の
栄
養
項
目
の
基
準
値
を

満
た
し
、
物
価
上
昇
分
に
対

応
す
る
た
め
。
 

﹇
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
﹈ 

 南
・
北
小
学
校
の
1
、

2
年
生
の
み
の
下
校
時
に
バ

ス
を
利
用
。
バ
ス
を
降
り
た

後
の
安
全
対
策
は
。
 

 バ
ス
を
降
り
る
場
所
で

保
護
者
や
地
域
の
方
が
児
童

を
迎
え
、
帰
宅
す
る
。
バ
ス

が
運
行
で
き
な
い
緊
急
時
は
、

学
校
が
保
護
者
に
連
絡
す
る
。
 ﹇

白
山
ふ
れ
あ
い
の
森
 

（
野
外
活
動
施
設
）﹈ 

 町
内
唯
一
の
キ
ャ
ン
プ

場
の
た
め
残
し
て
ほ
し
い
が
、

火
を
焚
く
と
煙
が
出
る
の
も

事
実
。
施
設
近
く
の
住
宅
へ

の
対
応
は
。
 

 昭
和
58
年
の
オ
ー
プ
ン

か
ら
34
年
が
経
過
。
本
年
度

中
に
、
今
後
の
施
設
の
あ
り

方
に
つ
い
て
方
向
性
を
出
し

た
い
。
 

 

架け替えれられる長者橋（萩島地内） 

キャンプの思い出がある人も（白山ふれあいの森） 

五条川の桜を次の世代に 

　
地
方
税
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
、個
人
住
民
税
の
住
宅
ロ
ー
ン

控
除
制
度
の
適
用
期
限
の
延
長
、法
人
町
民
税
の
法
人
税
割
の

税
率
引
下
げ
時
期
の
変
更
等
を
行
う
。 

　
ま
ち
づ
く
り
の
担
い
手
の
多
様
化
に
対
応
す
る
た
め
、ま
ち

づ
く
り
に
関
す
る
意
見
を
求
め
る
第
三
者
機
関
を
設
置
す
る
。 

　
北
児
童
ク
ラ
ブ
及
び
西
児
童
ク
ラ
ブ
の
定
員
の
変
更
、お
や

つ
等
に
係
る
実
費
を
公
金
と
し
て
徴
収
す
る
。 

税
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
 

平
成
２８
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
 

ま
ち
づ
く
り
活
動
促
進
委
員
会
設
置
条
例
 

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
条
例
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例
の
制
定
・
改
正
 

平
成
２９
年
度
一
般
会
計
予
算
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っ
た
が
、
行

政
区
や
地
域
自
治
組
織
、
地

縁
の
団
体
も
加
わ
る
。
 

お
や
つ
代
は
い
く
ら
か
。
 

こ
れ
ま
で
と
同
様
、
月

5
0
0
円
。
 

﹇
古
来
種
さ
く
ら
の
育
成
﹈ 

 苗
木
の
生
育
状
況
は
。
 

 平
成
28
年
度
中
に
、
苗

木
は
7
本
し
か
で
き
な
か
っ

た
。
計
画
の
4
0
0
本
は
10

月
ま
で
に
育
成
す
る
。
 

 

﹇
木
造
住
宅
耐
震
診
断
・
改
修
﹈ 

 毎
年
、
予
算
が
減
額
補

正
さ
れ
る
。
地
震
に
対
す
る

住
民
自
身
の
危
機
意
識
も
必

要
だ
が
、
啓
発
活
動
に
も
努

力
を
。
 

 全
国
的
に
大
規
模
地
震

が
頻
発
。
住
宅
改
修
に
は
出

費
が
伴
う
た
め
厳
し
い
面
が

あ
る
。
地
震
対
策
の
1
つ
と

し
て
、
本
年
度
か
ら
始
め
る

耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
等
の
補
助

も
活
用
し
て
も
ら
い
た
い
。
 

﹇
保
育
園
の
看
護
師
配
置
﹈ 

 看
護
師
の
配
置
状
況
は
。
 

 昨
年
11
月
か
ら
1
人
配

置
し
た
。
本
年
度
か
ら
1
人

を
加
え
、
2
人
体
制
と
な
る
。
 

 ﹇
ふ
る
さ
と
寄
附
金
﹈ 

 寄
附
件
数
、
寄
附
金
額

の
状
況
は
。
 

 2
月
末
現
在
、
総
件
数

2
9
1
件
で
寄
附
金
額
は

3
8
8
万
6
千
円
。
う
ち
返

礼
品
を
伴
う
件
数
は
2
8
6

件
で
寄
附
金
額
は
2
9
8
万

円
。
  全

国
の
自
治
体
で
過
剰

な
返
礼
品
が
問
題
と
な
っ
て

い
る
が
、
町
の
考
え
は
。
 

 寄
附
さ
れ
る
方
に
は
、

特
定
の
事
業
に
対
し
応
援
い

た
だ
き
、
過
度
の
返
礼
は
せ

ず
に
継
続
す
る
。
 

﹇
障
が
い
者
自
立
支
援
事
業
 

日
常
生
活
用
具
の
給
付
﹈ 

 日
常
生
活
用
具
の
給
付

の
変
更
点
は
。
 

 補
助
対
象
に
、
視
覚
障

が
い
者
向
け
の
大
活
字
本
の

他
、
国
が
示
し
た
ス
ト
ー
マ

関
係
用
具
な
ど
を
加
え
た
。
 

﹇
長
者
橋
の
架
け
替
え
・
 

苗
田
橋
の
撤
去
﹈ 

 2
つ
の
橋
の
工
事
概
要

は
。
  新

木
津
用
水
の
改
修
工

事
に
伴
う
も
の
で
、
長
者
橋

は
幅
員
を
拡
げ
て
架
け
替
え
、

苗
田
橋
は
二
ツ
屋
側
に
用
水

の
操
作
ゲ
ー
ト
を
設
置
す
る

た
め
不
要
と
な
り
撤
去
す
る
。
 ﹇

地
域
自
治
組
織
に
よ
る
 

防
災
訓
練
﹈ 

 昨
年
、
北
地
域
が
防
災

訓
練
を
実
施
。
南
・
西
地
域

で
の
実
施
の
予
定
は
。
 

 北
地
域
で
は
、
本
年
度

も
実
施
予
定
。
各
地
域
で
の

計
画
と
は
な
る
が
、
南
・
西

地
域
に
も
相
談
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。
 

 ﹇
小
中
学
校
の
給
食
費
﹈ 

 値
上
げ
す
る
と
の
こ
と

だ
が
。
 

 小
学
校
は
2
5
0
円
 

（
14
円
増
）
、
中
学
校
は
2
 

8
6
円
（
20
円
増
）
。
鉄
分

等
の
栄
養
項
目
の
基
準
値
を

満
た
し
、
物
価
上
昇
分
に
対

応
す
る
た
め
。
 

﹇
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
﹈ 

 南
・
北
小
学
校
の
1
、

2
年
生
の
み
の
下
校
時
に
バ

ス
を
利
用
。
バ
ス
を
降
り
た

後
の
安
全
対
策
は
。
 

 バ
ス
を
降
り
る
場
所
で

保
護
者
や
地
域
の
方
が
児
童

を
迎
え
、
帰
宅
す
る
。
バ
ス

が
運
行
で
き
な
い
緊
急
時
は
、

学
校
が
保
護
者
に
連
絡
す
る
。
 ﹇

白
山
ふ
れ
あ
い
の
森
 

（
野
外
活
動
施
設
）﹈ 

 町
内
唯
一
の
キ
ャ
ン
プ

場
の
た
め
残
し
て
ほ
し
い
が
、

火
を
焚
く
と
煙
が
出
る
の
も

事
実
。
施
設
近
く
の
住
宅
へ

の
対
応
は
。
 

 昭
和
58
年
の
オ
ー
プ
ン

か
ら
34
年
が
経
過
。
本
年
度

中
に
、
今
後
の
施
設
の
あ
り

方
に
つ
い
て
方
向
性
を
出
し

た
い
。
 

 

架け替えれられる長者橋（萩島地内） 

キャンプの思い出がある人も（白山ふれあいの森） 

五条川の桜を次の世代に 

　
地
方
税
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
、個
人
住
民
税
の
住
宅
ロ
ー
ン

控
除
制
度
の
適
用
期
限
の
延
長
、法
人
町
民
税
の
法
人
税
割
の

税
率
引
下
げ
時
期
の
変
更
等
を
行
う
。 

　
ま
ち
づ
く
り
の
担
い
手
の
多
様
化
に
対
応
す
る
た
め
、ま
ち

づ
く
り
に
関
す
る
意
見
を
求
め
る
第
三
者
機
関
を
設
置
す
る
。 

　
北
児
童
ク
ラ
ブ
及
び
西
児
童
ク
ラ
ブ
の
定
員
の
変
更
、お
や

つ
等
に
係
る
実
費
を
公
金
と
し
て
徴
収
す
る
。 

税
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
 

平
成
２８
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
 

ま
ち
づ
く
り
活
動
促
進
委
員
会
設
置
条
例
 

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
条
例
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条
例
の
制
定
・
改
正
 

平
成
２９
年
度
一
般
会
計
予
算
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賛否の分かれた議案 賛否の分かれた議案 賛否の分かれた議案 他の28議案は全員賛成で可決 

追　跡 追　跡 
1年前の一般質問から 1年前の一般質問から 

あれから どうなった?あれから どうなった?

議会だよりでは、1年前の一般質問から2題を選び、あれからどうなっ
たかを調査しました。 

あれから どうなった?

7議員が質問 町政を問う 町政を問う 
一
般
質
問 

ここ
が聞きたい!

町政を問う 町政を問う 

丹羽　孝 

宮田和美 

柘植　満 

鈴木義彦 

岡　孝夫 
大竹伸一 

吉田　正 

「一般質問」とは、行財政にわたる議員主導による政策の議論です。（通告順） 

自転車事故の削減対策は 
分かりやすい財政開示　新公会計制度への課題は 
尾北自然歩道　桜の枯れ枝対策は 
県道斉藤羽黒線の拡幅予定は 
学校教育　絵本「78円の命」を道徳教材で活用しては 
ごみ分別アプリの導入を 
小学校登下校時の見守り体制は 
愛岐南北線 今後の見通しは 
コミュニティバス　現状を再認識し、新たな思想・発想で 
屋外グラウンドにAEDの設置を 
小中学校　救命講習の回数を増やせないか 
協会けんぽ、共済組合よりも高い、国保税の引下げを 
タクシー助成の対象拡大を 

P10 

P11 

P12 

P13 

P14 
P15 

P16

自転車対歩行者の事故が多く発生
している。自転車の安全利用を推
進するため、条例を制定しては。 
 
町民安全安心条例に「自転車利用」
が明記されており、新たな条例化
は考えていない。 

丹
羽
　
孝
 

平
成
２８
年
3
月
定
例
会
 

自転車安全利用条例の制定を 

問 

答 

認知症で徘徊の恐れがある高齢者
のため、持ち物に簡単に貼れる
SOSステッカーを交付しては。 
 
「その人は認知症」と明らかにする
制度のため、詐欺に悪用される可
能性を懸念。導入済の自治体の動
向を検証したい。 

柘
植
　
満
 

高齢者見守り「SOSステッカー」の交付を 

問 

答 

町民安全安心条例に「自転車利用」が明
記されており、町としては、新たな条例
化は考えていない。 

質問者の満足度 交通安全推進協議
会総会で、江南警察
署交通課長も条例
制定を推奨している。 

「SOSステッカー」は、平成29年度、第
7期介護保険計画を策定する中で、導
入済の自治体の取組みを検証しながら
検討する。 

質問者の満足度 SOSステッカーは、
少しでも早期発見す
るための取組みにな
るのでは。 

こ
う
な
っ
た
 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・ 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・ 

がんばれ 

がんばれ 

一
　
般 

質
　
問 

税条例等の一部を改正する条例 

平成29年度一般会計予算 

平成29年度後期高齢者医療特別会計予算 

○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決 

○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決 

○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決 

船

戸

 

吉

田

 

岡
 

酒

井

 

鈴

木

 

大

竹

 

伊

藤

 

柘

植

 

齊

木

 

丹
羽（
孝
） 

宮

田

 

丹
羽（
勉
） 

木

野

 

倉

知

 

結

果

 

議　　　員　　　名 

議　　案　　名 

（議長は裁決に加わらないため空白） 

○＝賛成　　×＝反対 

税
条
例
等
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
 

平
成
29
年
度
一
般
会
計

予
算
 

吉
田
　
正
 

　
消
費
増
税
が
延
期
さ
れ

た
が
景
気
は
上
向
い
て
お

ら
ず
、税
収
も
落
ち
る
。今

の
ま
ま
で
は
景
気
は
よ
く

な
ら
な
い
。
庶
民
の
暮
ら

し
を
守
る
た
め
、消
費
増

税
に
は
反
対
。国
に
対
し
、

法
人
住
民
税
法
人
税
割
率

の
引
下
げ
を
や
め
る
よ
う

求
め
る
べ
き
。 

   

鈴
木
義
彦
 

　
本
議
案
は
、住
宅
ロ
ー

ン
控
除
制
度
の
適
用
期
限

の
延
長
、法
人
住
民
税
法

人
税
割
率
の
引
下
げ
時
期

の
変
更
等
、す
べ
て
消
費
税

の
増
税
延
期
に
伴
う
も
の

で
、必
要
な
改
正
。 

反
対
討
論
 

賛
成
討
論
 

吉
田
　
正
 

　
学
校
給
食
の
半
額
補
助
、

保
育
園
の
給
食
主
食
代
無

料
の
継
続
、奨
学
金
返
還

支
援
助
成
、3
歳
未
満
児

受
入
れ
の
た
め
の
保
育
園

整
備
な
ど
は
評
価
。 

　
敬
老
祝
い
金
は
楽
し
み

に
し
て
い
た
方
が
い
る
。対

象
者
の
見
直
し
は
せ
ず
、

元
に
戻
し
て
ほ
し
い
。 

　
小
規
模
企
業
の
振
興
施

策
、障
が
い
者
の
タ
ク
シ
ー

助
成
な
ど
の
拡
充
を
求
め

反
対
。 

 

  

鈴
木
義
彦
 

　
新
年
度
予
算
は
、大
幅

な
税
収
が
見
込
め
ぬ
厳
し

い
財
政
状
況
の
中
、安
心

安
全
、子
育
て
支
援
、少
子

高
齢
化
等
の
課
題
に
対
し
、

必
要
不
可
欠
な
予
算
編
成

が
な
さ
れ
て
い
る
。 

反
対
討
論
 

賛
成
討
論
 

平
成
29
年
度
後
期
高

齢
者
医
療
特
別
会
計

予
算
 

吉
田
　
正
 

　
保
険
料
は
2
年
に
一
度

の
見
直
し
で
毎
回
上
が
り
、

際
限
が
な
い
。
医
療
費
の

伸
び
に
応
じ
、高
齢
者
の

負
担
が
増
加
し
て
い
る
。

低
所
得
者
に
対
す
る
均
等

割
額
の
軽
減
を
残
す
よ
う

県
に
要
望
を
。 

 

  

 

大
竹
伸
一
 

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

は
、世
代
間
・
被
保
険
者
間

で
公
平
に
費
用
負
担
し
な

が
ら
互
い
に
支
え
合
う
制

度
と
し
て
定
着
。 

　
今
回
の
改
正
は
、引
き

続
き
、制
度
を
維
持
・
運
営

す
る
た
め
に
必
要
不
可
欠

な
も
の
で
妥
当
。 

反
対
討
論
 

賛
成
討
論
 

賛
否
が
分
か
れ
た
3
議
案
の
討
論
要
旨
は
左
の
と
お
り
で
す
 

北朝鮮による弾道ミサイル発射に抗議する声明 
本日、北朝鮮は、わが国をはじめ関係諸国から発射を自制するよう求められているにもかかわらず、

弾道ミサイルの発射を強行した。 
昨年9月、今年の2月と続く北朝鮮の度重なる暴挙は、国際連合安全保障理事会決議に違反し、

わが国のみならず国際社会の安全と平和を脅かすものであり、極めて遺憾である。 
非核平和宣言を行い核兵器の廃絶と世界の恒久平和を希求している本町において、この度の

行為は断じて容認できるものではなく、厳重に抗議するものである。 
平成29年3月6日 

大　口　町　長　鈴木雅博 
大口町議会議長　丹羽　勉 

北朝鮮の弾道ミサイル発射に抗議 
大口町は昭和60年、非核平和宣言をしています。町議会は核兵器の廃絶を広く世論に喚起するため、 

町長と議長の連名で抗議の意見表明をしました。 
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賛否の分かれた議案 賛否の分かれた議案 賛否の分かれた議案 他の28議案は全員賛成で可決 

追　跡 追　跡 
1年前の一般質問から 1年前の一般質問から 

あれから どうなった?あれから どうなった?

議会だよりでは、1年前の一般質問から2題を選び、あれからどうなっ
たかを調査しました。 

あれから どうなった?

7議員が質問 町政を問う 町政を問う 
一
般
質
問 

ここ
が聞きたい!

町政を問う 町政を問う 

丹羽　孝 

宮田和美 

柘植　満 

鈴木義彦 

岡　孝夫 
大竹伸一 

吉田　正 

「一般質問」とは、行財政にわたる議員主導による政策の議論です。（通告順） 

自転車事故の削減対策は 
分かりやすい財政開示　新公会計制度への課題は 
尾北自然歩道　桜の枯れ枝対策は 
県道斉藤羽黒線の拡幅予定は 
学校教育　絵本「78円の命」を道徳教材で活用しては 
ごみ分別アプリの導入を 
小学校登下校時の見守り体制は 
愛岐南北線 今後の見通しは 
コミュニティバス　現状を再認識し、新たな思想・発想で 
屋外グラウンドにAEDの設置を 
小中学校　救命講習の回数を増やせないか 
協会けんぽ、共済組合よりも高い、国保税の引下げを 
タクシー助成の対象拡大を 

P10 

P11 

P12 

P13 

P14 
P15 

P16

自転車対歩行者の事故が多く発生
している。自転車の安全利用を推
進するため、条例を制定しては。 
 
町民安全安心条例に「自転車利用」
が明記されており、新たな条例化
は考えていない。 

丹
羽
　
孝
 

平
成
２８
年
3
月
定
例
会
 

自転車安全利用条例の制定を 

問 

答 

認知症で徘徊の恐れがある高齢者
のため、持ち物に簡単に貼れる
SOSステッカーを交付しては。 
 
「その人は認知症」と明らかにする
制度のため、詐欺に悪用される可
能性を懸念。導入済の自治体の動
向を検証したい。 

柘
植
　
満
 

高齢者見守り「SOSステッカー」の交付を 

問 

答 

町民安全安心条例に「自転車利用」が明
記されており、町としては、新たな条例
化は考えていない。 

質問者の満足度 交通安全推進協議
会総会で、江南警察
署交通課長も条例
制定を推奨している。 

「SOSステッカー」は、平成29年度、第
7期介護保険計画を策定する中で、導
入済の自治体の取組みを検証しながら
検討する。 

質問者の満足度 SOSステッカーは、
少しでも早期発見す
るための取組みにな
るのでは。 

こ
う
な
っ
た
 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・ 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・ 

がんばれ 

がんばれ 

一
　
般 

質
　
問 

税条例等の一部を改正する条例 

平成29年度一般会計予算 

平成29年度後期高齢者医療特別会計予算 

○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決 

○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決 

○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決 

船

戸

 

吉

田

 

岡
 

酒

井

 

鈴

木

 

大

竹

 

伊

藤

 

柘

植

 

齊

木

 

丹
羽（
孝
） 

宮

田

 

丹
羽（
勉
） 

木

野

 

倉

知

 

結

果

 

議　　　員　　　名 

議　　案　　名 

（議長は裁決に加わらないため空白） 

○＝賛成　　×＝反対 

税
条
例
等
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
 

平
成
29
年
度
一
般
会
計

予
算
 

吉
田
　
正
 

　
消
費
増
税
が
延
期
さ
れ

た
が
景
気
は
上
向
い
て
お

ら
ず
、税
収
も
落
ち
る
。今

の
ま
ま
で
は
景
気
は
よ
く

な
ら
な
い
。
庶
民
の
暮
ら

し
を
守
る
た
め
、消
費
増

税
に
は
反
対
。国
に
対
し
、

法
人
住
民
税
法
人
税
割
率

の
引
下
げ
を
や
め
る
よ
う

求
め
る
べ
き
。 

   

鈴
木
義
彦
 

　
本
議
案
は
、住
宅
ロ
ー

ン
控
除
制
度
の
適
用
期
限

の
延
長
、法
人
住
民
税
法

人
税
割
率
の
引
下
げ
時
期

の
変
更
等
、す
べ
て
消
費
税

の
増
税
延
期
に
伴
う
も
の

で
、必
要
な
改
正
。 

反
対
討
論
 

賛
成
討
論
 

吉
田
　
正
 

　
学
校
給
食
の
半
額
補
助
、

保
育
園
の
給
食
主
食
代
無

料
の
継
続
、奨
学
金
返
還

支
援
助
成
、3
歳
未
満
児

受
入
れ
の
た
め
の
保
育
園

整
備
な
ど
は
評
価
。 

　
敬
老
祝
い
金
は
楽
し
み

に
し
て
い
た
方
が
い
る
。対

象
者
の
見
直
し
は
せ
ず
、

元
に
戻
し
て
ほ
し
い
。 

　
小
規
模
企
業
の
振
興
施

策
、障
が
い
者
の
タ
ク
シ
ー

助
成
な
ど
の
拡
充
を
求
め

反
対
。 

 

  

鈴
木
義
彦
 

　
新
年
度
予
算
は
、大
幅

な
税
収
が
見
込
め
ぬ
厳
し

い
財
政
状
況
の
中
、安
心

安
全
、子
育
て
支
援
、少
子

高
齢
化
等
の
課
題
に
対
し
、

必
要
不
可
欠
な
予
算
編
成

が
な
さ
れ
て
い
る
。 

反
対
討
論
 

賛
成
討
論
 

平
成
29
年
度
後
期
高

齢
者
医
療
特
別
会
計

予
算
 

吉
田
　
正
 

　
保
険
料
は
2
年
に
一
度

の
見
直
し
で
毎
回
上
が
り
、

際
限
が
な
い
。
医
療
費
の

伸
び
に
応
じ
、高
齢
者
の

負
担
が
増
加
し
て
い
る
。

低
所
得
者
に
対
す
る
均
等

割
額
の
軽
減
を
残
す
よ
う

県
に
要
望
を
。 

 

  

 

大
竹
伸
一
 

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

は
、世
代
間
・
被
保
険
者
間

で
公
平
に
費
用
負
担
し
な

が
ら
互
い
に
支
え
合
う
制

度
と
し
て
定
着
。 

　
今
回
の
改
正
は
、引
き

続
き
、制
度
を
維
持
・
運
営

す
る
た
め
に
必
要
不
可
欠

な
も
の
で
妥
当
。 

反
対
討
論
 

賛
成
討
論
 

賛
否
が
分
か
れ
た
3
議
案
の
討
論
要
旨
は
左
の
と
お
り
で
す
 

北朝鮮による弾道ミサイル発射に抗議する声明 
本日、北朝鮮は、わが国をはじめ関係諸国から発射を自制するよう求められているにもかかわらず、

弾道ミサイルの発射を強行した。 
昨年9月、今年の2月と続く北朝鮮の度重なる暴挙は、国際連合安全保障理事会決議に違反し、

わが国のみならず国際社会の安全と平和を脅かすものであり、極めて遺憾である。 
非核平和宣言を行い核兵器の廃絶と世界の恒久平和を希求している本町において、この度の

行為は断じて容認できるものではなく、厳重に抗議するものである。 
平成29年3月6日 

大　口　町　長　鈴木雅博 
大口町議会議長　丹羽　勉 

北朝鮮の弾道ミサイル発射に抗議 
大口町は昭和60年、非核平和宣言をしています。町議会は核兵器の廃絶を広く世論に喚起するため、 

町長と議長の連名で抗議の意見表明をしました。 
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丹 羽 　 孝  

一
　
般 

質
　
問 

丹

羽

　

孝

 

自
転
車
が
第
一
原
因

の
事
故
が
、
平
成
27

年
に
続
き
28
年
も
大
口
町
が

県
内
で
ワ
ー
ス
ト
。
状
況
は
。
 

交
差
点
で
の

出
合
い
頭
事

故
、
7
時
か
ら
9
時
台
、
16 

時
か
ら
18 
時
台
の
通
勤
通
学

時
の
事
故
、
年
齢
層
で
は
5

歳
か
ら
39
歳
ま
で
の
若
い
層

の
事
故
が
多
い
。
 

地
域
の
交
通
安
全
の

取
組
み
は
。
 

各
地
域
自
治

組
織
を
中
心

に
、
児
童
生
徒
を
対
象
に
交

通
安
全
教
室
な
ど
を
行
っ
て

い
る
。
 

学
校
で
の
対
策
は
。
 

 

小
学
校
で
は

朝
会
や
下
校

時
に
指
導
、
中
学
校
で
は
入

学
時
に
新
入
生
や
保
護
者
へ
、

生
徒
へ
は
朝
礼
時
や
給
食
時

に
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
 

3
年
連
続
ワ
ー
ス
ト

と
な
ら
な
い
よ
う
、

交
通
安
全
活
動
を
町
が
先
導

し
実
施
し
て
ほ
し
い
。
 

 

発
生
主
義
、
複
式
簿

記
で
の
新
公
会
計
が

平
成
29
年
度
か
ら
始
ま
る
。

準
備
状
況
と
課
題
は
。
 

固
定
資
産
台
帳

整
備
、
職
員
の

研
修
を
行
っ
て
い
く
。
課
題

は
、
資
産
の
取
得
価
格
の
確

定
や
各
課
の
管
理
台
帳
の
整

合
な
ど
、
固
定
資
産
台
帳
の

更
新
。
 資

産
老
朽
化
率
が
他

市
町
よ
り
高
い
が
（
表

参
照
）
。
 道

路
、
橋
な
ど

の
イ
ン
フ
ラ
資

産
の
老
朽
化
率
が
高
い
た
め
。
 

老
朽
化
率
の
改
善
対

策
は
。
 

公
共
施
設
等
総

合
管
理
計
画
に

よ
り
更
新
や
大
規
模
修
繕
な

ど
で
管
理
し
て
い
く
。
 

連
結
公
会
計
の
公
開

は
。
 新

公
会
計
制
度

の
整
備
後
、
特

別
会
計
も
準
備
を
進
め
て
い

く
。
 

新
公
会
計
の
目
的
は
、

住
民
へ
の
分
か
り
や

す
い
説
明
責
任
に
あ
る
。
周

知
方
法
は
。
 移

行
後
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
加
え
、

町
広
報
で
の
周
知
も
検
討
し

て
い
く
。
 

丹
羽 

丹
羽 

丹
羽 

丹
羽 

丹
羽 

丹
羽 

丹
羽 

丹
羽 

丹
羽 

総
務
部
長 

総
務
部
長 

総
務
部
長 

総
務
部
長 

総
務
部
長 

地
域
協
働
部
長 

生
涯
教
育
部
長 

地
域
協
働
部
長 

削減対策は 
部長 家庭、学校、地域の協働啓発活動を実施 

自転車事故 

新
公
会
計
制
度
へ
の
課
題
は
 

部
長 

固
定
資
産
台
帳
の
整
備
 

分
か
り
や
す
い
財
政
開
示 

50

55

60

65
%

22年度 23年度 24年度 25年度 26年度 

55.5
56.7

59.6

61.9

64.1

55.5
56.7

59.6

61.9

64.1

大口町有形固定資産老朽化率（土地を除く） 

（全国自治体の平均老朽化率：35～50%） 

尾
北
自
然
歩
道
は
、

ジ
ョ
ギ
ン
グ
や
通
勤

で
利
用
さ
れ
て
い
る
が
、
早

朝
は
照
明
灯
が
消
え
て
お
り

暗
い
。
点
灯
時
間
を
見
直
せ

な
い
か
。
 

点
灯
時
間
は

タ
イ
マ
ー
で

日
没
か
ら
夜
10 
時
ま
で
。
点

灯
時
間
の
見
直
し
は
、
防
犯

面
を
含
め
、
地
元
の
意
見
を

聞
い
た
上
で
検
討
し
た
い
。
 

自
然
歩
道
の
損
傷
が

目
立
っ
て
き
て
い
る

が
。
 

歩
道
の
損
傷

は
パ
ト
ロ
ー

ル
で
確
認
次
第
、
修
繕
し
、

規
模
が
大
き
い
場
合
は
改
修

工
事
を
し
て
い
く
。
 

五
条
川
の
桜
は
町
民

の
財
産
。
し
か
し
、

最
近
は
桜
の
枯
れ
枝
が
目
立

つ
。
五
条
川
左
岸
は
通
学
路

に
も
な
っ
て
い
る
た
め
、
早

急
な
対
応
を
。
 本

年
度
か
ら
、

柿
野
橋
か
ら

富
士
見
橋
ま
で
の
区
間
を
計

画
的
に
剪
定
す
る
。
 

 

現
在
、
県
道
斉
藤
羽

黒
線
の
拡
幅
予
定
は

あ
る
か
。
 

上
小
口
の
交

差
点
の
区
間

で
、
右
折
帯
を
作
り
、
歩
道

を
広
く
す
る
改
良
工
事
を
愛

知
県
に
て
実
施
予
定
。
 

「
県
道
の
拡
幅
予
定

が
あ
る
」
と
し
て
、

予
定
線
ま
で
後
退
し
た
場
所

に
家
を
建
て
て
い
る
方
も
い

る
が
。
 

県
道
は
幅
員

16 
m
の
2
車

線
道
路
と
し
て
都
市
計
画
決

定
さ
れ
て
い
る
。
実
施
を
予

定
し
て
い
る
上
小
口
の
交
差

点
の
区
間
以
外
は
、
現
在
の

と
こ
ろ
未
定
。
 

 

宮
田 

宮
田 

宮
田 

宮
田 

宮
田 

産
業
建
設
部
長 

産
業
建
設
部
長 

産
業
建
設
部
長 

産
業
建
設
部
長 

産
業
建
設
部
長 

宮 田 和 美  

一
　
般 

質
　
問 

宮

田

和

美

 

県道斉藤羽黒線の拡幅予定は 
部長 上小口の交差点改良工事を実施予定 

枯れ枝で自然歩道の通行に支障が 

県道斉藤羽黒線の一部（町都市計画図より） 

自転車の交通ルールを記載した啓発
カード（出典：愛知県警HP） 

桜
の
枯
れ
枝
対
策
は
 

部
長 

計
画
的
に
剪
定 

尾
北
自
然
歩
道 

せ
ん 

て
い 
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の
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が
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。
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と
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の
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ど
、
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市
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で
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ま
で
。
点

灯
時
間
の
見
直
し
は
、
防
犯

面
を
含
め
、
地
元
の
意
見
を

聞
い
た
上
で
検
討
し
た
い
。
 

自
然
歩
道
の
損
傷
が

目
立
っ
て
き
て
い
る

が
。
 

歩
道
の
損
傷

は
パ
ト
ロ
ー

ル
で
確
認
次
第
、
修
繕
し
、

規
模
が
大
き
い
場
合
は
改
修

工
事
を
し
て
い
く
。
 

五
条
川
の
桜
は
町
民

の
財
産
。
し
か
し
、

最
近
は
桜
の
枯
れ
枝
が
目
立

つ
。
五
条
川
左
岸
は
通
学
路

に
も
な
っ
て
い
る
た
め
、
早

急
な
対
応
を
。
 本

年
度
か
ら
、

柿
野
橋
か
ら

富
士
見
橋
ま
で
の
区
間
を
計

画
的
に
剪
定
す
る
。
 

 

現
在
、
県
道
斉
藤
羽

黒
線
の
拡
幅
予
定
は

あ
る
か
。
 

上
小
口
の
交

差
点
の
区
間

で
、
右
折
帯
を
作
り
、
歩
道

を
広
く
す
る
改
良
工
事
を
愛

知
県
に
て
実
施
予
定
。
 

「
県
道
の
拡
幅
予
定

が
あ
る
」
と
し
て
、

予
定
線
ま
で
後
退
し
た
場
所

に
家
を
建
て
て
い
る
方
も
い

る
が
。
 

県
道
は
幅
員

16 
m
の
2
車

線
道
路
と
し
て
都
市
計
画
決

定
さ
れ
て
い
る
。
実
施
を
予

定
し
て
い
る
上
小
口
の
交
差

点
の
区
間
以
外
は
、
現
在
の

と
こ
ろ
未
定
。
 

 

宮
田 

宮
田 

宮
田 

宮
田 

宮
田 

産
業
建
設
部
長 

産
業
建
設
部
長 

産
業
建
設
部
長 

産
業
建
設
部
長 

産
業
建
設
部
長 

宮 田 和 美  

一
　
般 

質
　
問 

宮

田

和

美

 

県道斉藤羽黒線の拡幅予定は 
部長 上小口の交差点改良工事を実施予定 

枯れ枝で自然歩道の通行に支障が 

県道斉藤羽黒線の一部（町都市計画図より） 

自転車の交通ルールを記載した啓発
カード（出典：愛知県警HP） 

桜
の
枯
れ
枝
対
策
は
 

部
長 
計
画
的
に
剪
定 

尾
北
自
然
歩
道 

せ
ん 

て
い 
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柘 植 　 満  

一
　
般 

質
　
問 

柘

植

　

満

 

小
中
学
校
の

学
習
指
導
要

領
案
（
2
0
2
1
年

全
面
実
施
）
に
「
が
ん
教
育
」

が
明
記
。
ど
ん
な
授
業
を
考

え
て
い
る
か
。
 

が
ん
に
関
す
る
知

識
の
み
で
な
く
、

健
診
に
よ
る
早
期
発
見
・
治

療
で
治
る
病
気
で
あ
る
こ
と

な
ど
、
健
康
や
命
の
大
切
さ

に
繋
が
る
授
業
に
し
て
い
き

た
い
。
 教

職
員
に
対
し
、
が

ん
教
育
の
研
修
を
し

て
は
。
 

平
成
29
年
度
か
ら

始
ま
る
県
の
「
中

学
生
に
対
す
る
が
ん
教
育
モ

デ
ル
講
座
」
に
応
募
。
決
定

し
た
際
は
、
小
学
校
教
職
員

に
も
参
加
を
促
し
、
が
ん
教

育
の
研
修
の
機
会
と
し
た
い
。
 

動
物
の
殺
処
分
の
衝

撃
と
命
の
重
さ
を
つ

づ
っ
た
豊
橋
市
の
小
学
6
年

生
の
作
文
「
78
円
の
命
」
が

絵
本
と
な
り
、
道
徳
教
材
で

活
用
。
学
校
教
育
で
活
用
し

て
は
。
 

心
を
揺
さ
ぶ

ら
れ
る
絵
本
。

全
小
中
学
校
に
紹
介
し
、
特

に
小
学
校
で
は
、
読
書
週
間

で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る

読
み
聞
か
せ
や
全
校
集
会
で

の
資
料
な
ど
で
活
用
し
た
い
。
 

 

ご
み
分
別
の
住
民
へ

の
周
知
は
。
 

単
身
者
や
若

年
層
の
方
に

は
広
報
や
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

な
ど
で
、
外
国
籍
の
方
に
は

転
入
手
続
き
の
窓
口
で
の
英

語
版
、
中
国
語
版
等
の
チ
ラ

シ
配
布
な
ど
で
周
知
し
て
い

る
。
 

一
宮
市
で
は
、
ス
マ

ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
で

分
別
区
分
や
収
集
日
を
調
べ

ら
れ
る
「
ご
み
分
別
ア
プ
リ
」

を
導
入
。
町
の
考
え
は
。
 

「
50
音
別
ご

み
分
別
早
見

表
」
を
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
。
平
成
29
年
度
は
、
ご

み
分
別
の
冊
子
を
作
成
し
、

全
戸
配
布
す
る
と
と
も
に
、

「
ご
み
分
別
ア
プ
リ
」
も
早

い
段
階
で
導
入
で
き
る
よ
う

準
備
を
進
め
る
。
 

 

柘
植 

柘
植 

柘
植 

柘
植 

柘
植 

教
育
長 

教
育
長 

生
涯
教
育
部
長 

産
業
建
設
部
長 

産
業
建
設
部
長 

通
学
路
の
う
ち
歩
道

の
設
置
状
況
は
。
ま

た
、
安
全
対
策
は
。
 

歩
車
道
分
離

が
約
52
%
、

歩
行
者
帯
（
グ
リ
ー
ン
ベ
ル

ト
）
が
約
10 
%
。
残
り
38
%

は
大
半
が
集
落
内
道
路
で
、

歩
道
設
置
は
困
難
。
必
要
に

応
じ
歩
行
者
帯
の
設
置
を
検

討
す
る
。
 

地
域
の
「
見
守
り
隊
」

と
小
学
校
の
交
通
指

導
員
の
役
割
分
担
は
。
 

特
に
役
割
分

担
は
定
め
て

い
な
い
が
、
地
域
の
方
々
と

指
導
員
が
顔
な
じ
み
と
な
り
、

連
携
で
き
て
い
る
校
区
も
あ

る
。
 

防
犯
・
見
守
り
に
関

し
、
「
地
域
住
民
の

活
動
」
と
「
地
域
自
治
組
織

の
活
動
」
は
、
ど
の
よ
う
に

進
め
て
い
け
る
と
よ
い
か
。
 

ど
の
団
体
・

組
織
も
、
自

分
た
ち
の
地
域
を
よ
り
よ
く

し
た
い
と
い
う
想
い
で
活
動

さ
れ
て
い
る
。
両
者
が
連
携
、

で
き
る
こ
と
に
取
り
く
み
、

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

し
て
い
け
れ
ば
と
考
え
る
。
 

 

県
道
愛
岐
南
北
線
の

用
地
買
収
・
工
事
の

進
行
状
況
、
国
道
1
5
5
号

と
の
接
続
部
分
の
今
後
の
見

通
し
は
。
 

県
に
よ
る
用

地
買
収
は
全

体
の
約
87
%
が
完
了
。
工
事

は
五
条
川
北
側
の
側
溝
布
設

な
ど
が
完
了
。
橋
を
架
け
、

奈
良
子
川
の
暗
渠
化
、
尾
北

自
然
歩
道
の
地
下
横
断
の
工

事
中
。
 

　
国
道
1
5
5
号
と
の
交
差

点
部
分
は
設
計
の
た
め
、
平

成
29
年
度
か
ら
測
量
に
入
る

予
定
。
 

　
町
と
し
て
は
早
期
開
通
に

向
け
、
県
に
対
し
要
望
を
続

け
る
。
 買

収
済
の
箇
所
は
草

が
伸
び
放
題
で
、
た

び
た
び
、
地
元
住
民
が
草
刈

り
を
し
て
い
る
が
。
 

県
が
年
1
回
、

草
刈
り
。
県

に
対
し
現
状
を
説
明
し
、
草

刈
り
・
防
草
シ
ー
ト
張
り
を

強
く
要
望
し
た
い
。
 

鈴
木 

鈴
木 

鈴
木 

鈴
木 

鈴
木 

地
域
協
働
部
長 

産
業
建
設
部
長 

産
業
建
設
部
長 

産
業
建
設
部
長 

地
域
協
働
部
長 

鈴 木 義 彦  

一
　
般 

質
　
問 

鈴

木

義

彦

 

絵本「78円の命」を道徳教材で活用しては 
部長 読書週間の読み聞かせなどしたい 

学校教育 

愛岐南北線 今後の見通しは 
部長 早期開通に向け、県に対し要望を続ける 

小
学
校
登
下
校
時
の
見
守
り
体
制
は
 

部
長 

各
団
体
・
組
織
が
連
携
し
な
が
ら
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進 

ご
み
分
別
ア
プ
リ
の
導
入
を
 

部
長 

早
い
段
階
で
導
入
で
き
る
よ
う
準
備
を
進
め
る
 

工事が進められているが道路予定地には雑草も 

ポストコーンで歩道と車道を分離 

ごみの分別区分や収集日を
検索できる（出典：一宮市HP） 

作：谷山千華、出版社：株式会社メタ・ブレーン 

あ
ん
 

き
ょ
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柘 植 　 満  

一
　
般 

質
　
問 

柘

植

　

満

 

小
中
学
校
の

学
習
指
導
要

領
案
（
2
0
2
1
年

全
面
実
施
）
に
「
が
ん
教
育
」

が
明
記
。
ど
ん
な
授
業
を
考

え
て
い
る
か
。
 

が
ん
に
関
す
る
知

識
の
み
で
な
く
、

健
診
に
よ
る
早
期
発
見
・
治

療
で
治
る
病
気
で
あ
る
こ
と

な
ど
、
健
康
や
命
の
大
切
さ

に
繋
が
る
授
業
に
し
て
い
き

た
い
。
 教

職
員
に
対
し
、
が

ん
教
育
の
研
修
を
し

て
は
。
 

平
成
29
年
度
か
ら

始
ま
る
県
の
「
中

学
生
に
対
す
る
が
ん
教
育
モ

デ
ル
講
座
」
に
応
募
。
決
定

し
た
際
は
、
小
学
校
教
職
員

に
も
参
加
を
促
し
、
が
ん
教

育
の
研
修
の
機
会
と
し
た
い
。
 

動
物
の
殺
処
分
の
衝

撃
と
命
の
重
さ
を
つ

づ
っ
た
豊
橋
市
の
小
学
6
年

生
の
作
文
「
78
円
の
命
」
が

絵
本
と
な
り
、
道
徳
教
材
で

活
用
。
学
校
教
育
で
活
用
し

て
は
。
 

心
を
揺
さ
ぶ

ら
れ
る
絵
本
。

全
小
中
学
校
に
紹
介
し
、
特

に
小
学
校
で
は
、
読
書
週
間

で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る

読
み
聞
か
せ
や
全
校
集
会
で

の
資
料
な
ど
で
活
用
し
た
い
。
 

 

ご
み
分
別
の
住
民
へ

の
周
知
は
。
 

単
身
者
や
若

年
層
の
方
に

は
広
報
や
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

な
ど
で
、
外
国
籍
の
方
に
は

転
入
手
続
き
の
窓
口
で
の
英

語
版
、
中
国
語
版
等
の
チ
ラ

シ
配
布
な
ど
で
周
知
し
て
い

る
。
 

一
宮
市
で
は
、
ス
マ

ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
で

分
別
区
分
や
収
集
日
を
調
べ

ら
れ
る
「
ご
み
分
別
ア
プ
リ
」

を
導
入
。
町
の
考
え
は
。
 

「
50
音
別
ご

み
分
別
早
見

表
」
を
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
。
平
成
29
年
度
は
、
ご

み
分
別
の
冊
子
を
作
成
し
、

全
戸
配
布
す
る
と
と
も
に
、

「
ご
み
分
別
ア
プ
リ
」
も
早

い
段
階
で
導
入
で
き
る
よ
う

準
備
を
進
め
る
。
 

 

柘
植 

柘
植 

柘
植 

柘
植 

柘
植 

教
育
長 

教
育
長 

生
涯
教
育
部
長 

産
業
建
設
部
長 

産
業
建
設
部
長 

通
学
路
の
う
ち
歩
道

の
設
置
状
況
は
。
ま

た
、
安
全
対
策
は
。
 

歩
車
道
分
離

が
約
52
%
、

歩
行
者
帯
（
グ
リ
ー
ン
ベ
ル

ト
）
が
約
10 
%
。
残
り
38
%

は
大
半
が
集
落
内
道
路
で
、

歩
道
設
置
は
困
難
。
必
要
に

応
じ
歩
行
者
帯
の
設
置
を
検

討
す
る
。
 

地
域
の
「
見
守
り
隊
」

と
小
学
校
の
交
通
指

導
員
の
役
割
分
担
は
。
 

特
に
役
割
分

担
は
定
め
て

い
な
い
が
、
地
域
の
方
々
と

指
導
員
が
顔
な
じ
み
と
な
り
、

連
携
で
き
て
い
る
校
区
も
あ

る
。
 

防
犯
・
見
守
り
に
関

し
、
「
地
域
住
民
の

活
動
」
と
「
地
域
自
治
組
織

の
活
動
」
は
、
ど
の
よ
う
に

進
め
て
い
け
る
と
よ
い
か
。
 

ど
の
団
体
・

組
織
も
、
自

分
た
ち
の
地
域
を
よ
り
よ
く

し
た
い
と
い
う
想
い
で
活
動

さ
れ
て
い
る
。
両
者
が
連
携
、

で
き
る
こ
と
に
取
り
く
み
、

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

し
て
い
け
れ
ば
と
考
え
る
。
 

 

県
道
愛
岐
南
北
線
の

用
地
買
収
・
工
事
の

進
行
状
況
、
国
道
1
5
5
号

と
の
接
続
部
分
の
今
後
の
見

通
し
は
。
 

県
に
よ
る
用

地
買
収
は
全

体
の
約
87
%
が
完
了
。
工
事

は
五
条
川
北
側
の
側
溝
布
設

な
ど
が
完
了
。
橋
を
架
け
、

奈
良
子
川
の
暗
渠
化
、
尾
北

自
然
歩
道
の
地
下
横
断
の
工

事
中
。
 

　
国
道
1
5
5
号
と
の
交
差

点
部
分
は
設
計
の
た
め
、
平

成
29
年
度
か
ら
測
量
に
入
る

予
定
。
 

　
町
と
し
て
は
早
期
開
通
に

向
け
、
県
に
対
し
要
望
を
続

け
る
。
 買

収
済
の
箇
所
は
草

が
伸
び
放
題
で
、
た

び
た
び
、
地
元
住
民
が
草
刈

り
を
し
て
い
る
が
。
 

県
が
年
1
回
、

草
刈
り
。
県

に
対
し
現
状
を
説
明
し
、
草

刈
り
・
防
草
シ
ー
ト
張
り
を

強
く
要
望
し
た
い
。
 

鈴
木 

鈴
木 

鈴
木 

鈴
木 

鈴
木 

地
域
協
働
部
長 

産
業
建
設
部
長 

産
業
建
設
部
長 

産
業
建
設
部
長 

地
域
協
働
部
長 

鈴 木 義 彦  

一
　
般 

質
　
問 

鈴

木

義

彦

 

絵本「78円の命」を道徳教材で活用しては 
部長 読書週間の読み聞かせなどしたい 

学校教育 

愛岐南北線 今後の見通しは 
部長 早期開通に向け、県に対し要望を続ける 

小
学
校
登
下
校
時
の
見
守
り
体
制
は
 

部
長 

各
団
体
・
組
織
が
連
携
し
な
が
ら
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進 

ご
み
分
別
ア
プ
リ
の
導
入
を
 

部
長 

早
い
段
階
で
導
入
で
き
る
よ
う
準
備
を
進
め
る
 

工事が進められているが道路予定地には雑草も 

ポストコーンで歩道と車道を分離 

ごみの分別区分や収集日を
検索できる（出典：一宮市HP） 

作：谷山千華、出版社：株式会社メタ・ブレーン 

あ
ん
 

き
ょ
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岡 　 孝 夫  

一
　
般 

質
　
問 

岡

　

孝

夫

 

平
成
26
、
27
年
度
で
一

般
利
用
者
が
減
少
し
た

要
因
は
。
 

1
事
業
所
が

通
勤
時
間
帯

を
変
更
し
、
自
社
バ
ス
へ
切

り
替
え
た
。
ま
た
、
1
事
業

所
の
町
外
移
転
が
主
要
因
。
 

27
年
1
月
に
実
施
さ
れ

た
総
合
計
画
の
策
定
に

向
け
た
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
で

は
、
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

の
利
便
性
」
は
満
足
度
で
ワ

ー
ス
ト
。
こ
の
結
果
か
ら
、

何
が
話
し
合
わ
れ
、
施
策
展

開
上
で
の
変
更
等
は
あ
っ
た

の
か
。
 

喫
緊
性
は
な

く
、
引
き
続

き
、
満
足
度
を
上
げ
、
利
用

者
増
へ
の
取
組
み
を
進
め
て

い
く
。
 

運
行
経
費
へ
の
理
解
と

協
力
の
た
め
、
財
源
内

訳
を
広
く
公
表
し
て
は
。
 

公
表
に
努
め

た
い
。
 

多
く
の
市
町
で
は
障
が

い
者
等
へ
の
割
引
制
度

が
あ
る
。
今
後
、
視
野
に
入

れ
る
べ
き
で
は
。
 

目
的
は
住
民

の
暮
ら
し
の

足
の
確
保
。
よ
っ
て
、
現
在

は
考
え
て
い
な
い
。
 

よ
り
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た

移
動
手
段
の
確
保
に
は
、

地
域
で
支
え
る
と
い
う
地
域

の
意
識
の
喚
起
・
醸
成
に
向

け
た
取
組
み
も
必
要
で
は
。
 

地
域
が
自
主

的
・
主
体
的

な
活
動
を
始
め
る
の
な
ら
、

共
に
検
討
し
て
い
く
。
 

有
償
運
行
か
ら
10 
年
余
。

現
状
を
再
認
識
し
、
新

た
な
思
想
・
発
想
で
議
論
が

な
さ
れ
、
暮
ら
し
の
足
の
1

つ
と
し
て
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス
が
更
に
発
展
し
、
本
町

が
な
お
一
層
住
み
易
い
町
で

あ
り
続
け
ら
れ
る
こ
と
を
願

う
。
 

な
く
す
訳
に
は
い
か

な
い
し
、
課
題
が
山

積
す
る
中
、
先
を
見
据
え
て

考
え
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

皆
さ
ん
に
少
し
で
も
使
い
易

い
形
で
継
続
し
て
い
き
た
い
。
 

岡 

岡 

町
長 

岡 

岡 

岡 

岡 地
域
協
働
部
長 

地
域
協
働
部
長 

地
域
協
働
部
長 

地
域
協
働
部
長 

地
域
協
働
部
長 

町
内
企
業
の
6
8
5

社
の
う
ち
、
A
E
D

を
設
置
し
て
い
る
の
は
56
社

で
全
体
の
8
%
。
設
置
が
低

迷
し
て
い
る
の
で
は
。
 

A
E
D
を
設

置
し
て
い
る

の
は
従
業
員
が
多
い
企
業
、

ス
ー
パ
ー
な
ど
来
客
が
多
い

店
舗
。
町
内
に
は
、
個
人
事

業
主
や
従
業
員
の
少
な
い
企

業
も
含
ま
れ
る
。
 

普
通
救
命
講
習
の
受

講
者
数
を
増
や
す
働

き
か
け
は
。
 

講
習
は
、
丹

羽
広
域
事
務

組
合
消
防
本
部
が
実
施
。
引

き
続
き
、
町
広
報
や
行
政
防

災
無
線
で
講
習
開
催
日
を
周

知
し
、
受
講
者
を
募
集
す
る
。
 

運
動
中
、
心
肺
停
止

に
な
る
確
率
が
高
い
。

屋
外
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
A
E
D

を
設
置
で
き
な
い
か
。
 

A
E
D
の
設

置
場
所
は
、

誰
で
も
い
つ
で
も
利
用
で
き

る
場
所
が
効
果
的
。
屋
外
グ

ラ
ウ
ン
ド
の
利
用
者
に
は
、

当
面
、
生
涯
学
習
課
の
持
ち

出
し
用
A
E
D
の
貸
与
で
対

応
し
た
い
。
 

 

人
命
救
助
だ
け
で
な

く
、
自
分
が
危
険
な

場
所
か
ら
逃
げ
た
り
、
脱
出

し
た
り
す
る
訓
練
は
。
 

火
事
を
想
定

し
た
避
難
経

路
確
認
訓
練
、
地
震
避
難
訓

練
、
不
審
者
を
想
定
し
た
危

機
回
避
訓
練
を
、
小
中
学
校

で
年
各
1
回
程
度
実
施
し
て

い
る
。
実
習
体
験
で
は
、
煙

道
体
験
や
救
助
袋
脱
出
体
験
、

地
震
体
験
車
で
地
震
を
体
感

す
る
訓
練
な
ど
を
行
っ
て
い

る
。
 

小
学
校
の
高
学
年
児

童
や
中
学
校
の
生
徒

が
受
け
る
救
命
講
習
の
回
数

を
増
や
せ
な
い
か
。
 

各
学
校
の
児

童
生
徒
は
、

年
1
回
、
A
E
D
や
心
臓
マ

ッ
サ
ー
ジ
、
人
工
呼
吸
な
ど

の
救
命
講
習
に
一
生
懸
命
取

り
組
ん
で
い
る
。
授
業
時
間

の
確
保
の
た
め
、
回
数
を
増

や
す
の
は
難
し
い
。
現
在
、

実
施
し
て
い
る
1
回
の
講
習

を
よ
り
真
剣
に
取
り
組
む
こ

と
で
、
い
ざ
と
い
う
時
の
自

発
的
行
動
に
繋
げ
た
い
。
 

 

大
竹 

大
竹 

大
竹 

大
竹 

大
竹 

地
域
協
働
部
長 

地
域
協
働
部
長 

地
域
協
働
部
長 

生
涯
教
育
部
長 

生
涯
教
育
部
長 

大 竹 伸 一  

一
　
般 

質
　
問 

大

竹

伸

一

 

現状を再認識し、新たな思想・発想で 
町長 少しでも使い易い形で継続していきたい 

コミュニティバスの現状認識と今後の方向性 

救命講習の回数を増やせないか 
部長 回数は増やせないが、1回の講習をより真剣に取り組む 

小中学校 

屋
外
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
A
E
D
の
設
置
を
 

部
長 

持
ち
出
し
用
A
E
D
の
貸
与
で
対
応
す
る
 

一般利用者数の推移 

1乗車当たりの運行経費イメージ 

「利便性」の満足度が27年1月のアンケート
ではワーストという結果だったが… 

煙の中の移動を体験する煙道訓練 

年間11万人以上が利用する資源リサ
イクルセンターにもAEDが 
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般 

質
　
問 

岡

　

孝

夫
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。
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た
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、
財
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内
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表
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表
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の
市
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で
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が
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者
等
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の
割
引
制
度

が
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る
。
今
後
、
視
野
に
入
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で
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目
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は
住
民

の
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ら
し
の

足
の
確
保
。
よ
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て
、
現
在

は
考
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い
な
い
。
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に
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た
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動
手
段
の
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域
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え
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と
い
う
地
域

の
意
識
の
喚
起
・
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成
に
向

け
た
取
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も
必
要
で
は
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地
域
が
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主

的
・
主
体
的

な
活
動
を
始
め
る
の
な
ら
、

共
に
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く
。
 

有
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運
行
か
ら
10 
年
余
。

現
状
を
再
認
識
し
、
新

た
な
思
想
・
発
想
で
議
論
が

な
さ
れ
、
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ら
し
の
足
の
1

つ
と
し
て
の
コ
ミ
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バ
ス
が
更
に
発
展
し
、
本
町

が
な
お
一
層
住
み
易
い
町
で

あ
り
続
け
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る
こ
と
を
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う
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な
く
す
訳
に
は
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か

な
い
し
、
課
題
が
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積
す
る
中
、
先
を
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据
え
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考
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か
ね
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な
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い
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置
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の
は
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置
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数
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運
動
中
、
心
肺
停
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に
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に
A
E
D

を
設
置
で
き
な
い
か
。
 

A
E
D
の
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置
場
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は
、

誰
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も
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つ
で
も
利
用
で
き

る
場
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効
果
的
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屋
外
グ
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ド
の
利
用
者
に
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当
面
、
生
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学
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課
の
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出
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用
A
E
D
の
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与
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た
い
。
 

 

人
命
救
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だ
け
で
な

く
、
自
分
が
危
険
な

場
所
か
ら
逃
げ
た
り
、
脱
出

し
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り
す
る
訓
練
は
。
 

火
事
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想
定
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避
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路
確
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、
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避
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訓
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、
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審
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回
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で
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1
回
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度
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。
実
習
体
験
で
は
、
煙

道
体
験
や
救
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体
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、
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体
験
車
で
地
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を
体
感

す
る
訓
練
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を
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る
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の
高
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児
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や
中
学
校
の
生
徒

が
受
け
る
救
命
講
習
の
回
数

を
増
や
せ
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い
か
。
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学
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生
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年
1
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、
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ど

の
救
命
講
習
に
一
生
懸
命
取

り
組
ん
で
い
る
。
授
業
時
間

の
確
保
の
た
め
、
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数
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や
す
の
は
難
し
い
。
現
在
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実
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と
で
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時
の
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発
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。
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大
竹 
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竹 
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域
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働
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域
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涯
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長 
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涯
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一
　
般 

質
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大

竹

伸

一

 

現状を再認識し、新たな思想・発想で 
町長 少しでも使い易い形で継続していきたい 

コミュニティバスの現状認識と今後の方向性 

救命講習の回数を増やせないか 
部長 回数は増やせないが、1回の講習をより真剣に取り組む 

小中学校 

屋
外
グ
ラ
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ン
ド
に
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E
D
の
設
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持
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用
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E
D
の
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与
で
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1乗車当たりの運行経費イメージ 

「利便性」の満足度が27年1月のアンケート
ではワーストという結果だったが… 
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吉 田 　 正  

一
　
般 

質
　
問 

吉

田

　

正

 

表
の
よ
う
に
、
国
保

は
、
所
得
に
対
す
る

負
担
率
も
高
い
。
一
般
会
計

か
ら
の
そ
の
他
繰
入
金
の
増

額
と
国
保
財
政
調
整
基
金
を

活
用
し
て
、
国
保
税
を
引
き

下
げ
よ
。
 

国
保
と
被
用

者
保
険
で
は

制
度
の
仕
組
み
が
異
な
る
た

め
、
保
険
税
や
負
担
割
合
に

違
い
が
生
じ
る
。
 

　
一
般
会
計
か
ら
の
そ
の
他

繰
入
金
は
、
出
産
費
や
葬
祭

費
、
保
健
事
業
等
、
充
当
先

に
一
定
の
ル
ー
ル
を
設
定
。

国
保
と
被
用
者
保
険
の
格
差

是
正
の
た
め
の
繰
入
れ
は
考

え
て
い
な
い
。
 

　
国
保
の
運
営
主
体
は
平
成

30
年
度
か
ら
、
町
か
ら
県
に

移
行
。
国
保
の
保
険
税
率
は
、

県
が
示
す
標
準
税
率
を
も
と

に
見
直
す
必
要
が
あ
り
、
そ

の
際
に
、
国
保
財
政
調
整
基

金
の
活
用
方
法
を
検
討
す
る
。
 

 

町
で
は
、
外
出
支
援

サ
ー
ビ
ス
事
業
と
し

て
、
所
得
制
限
を
行
い
な
が

ら
タ
ク
シ
ー
助
成
を
行
っ
て

い
る
。
 

　
近
隣
市
町
の
よ
う
に
、
中

度
の
障
が
い
者
に
も
助
成
対

象
を
拡
大
し
て
は
。
 

タ
ク
シ
ー
助

成
は
、
家
に

閉
じ
こ
も
り
が
ち
な
、
障
が

い
の
程
度
が
重
い
方
に
外
出

し
て
も
ら
う
き
っ
か
け
づ
く

り
を
目
的
と
し
た
制
度
。
町

と
し
て
は
引
き
続
き
、
重
度

の
方
を
助
成
対
象
と
し
て
継

続
す
る
。
 

吉
田 

吉
田 

健
康
福
祉
部
参
事 

健
康
福
祉
部
長 

タ
ク
シ
ー
助
成
の
対
象
拡
大
を
 

部
長 

引
き
続
き
重
度
の
方
を
対
象
と
し
て
継
続
 

協会けんぽ、共済組合よりも高い、国保税の引下げを 
参事 県への運営主体移行時に見直しを検討 

所得200万円 保険料（税） 

国保 

共済組合 

協会けんぽ 

255,100円 

155,347円 

180,873円 

負担率 

12.76% 

7.77% 

9.04%

※家族構成「40歳代の夫婦・10歳代の子ども2人」、世帯収入「夫の給与のみ」、
「固定資産なし」の場合での比較。 

おおぐち歴史ガイド誕生 

　3月25日（土）、「おおぐち歴史ガイド」の皆さんに、金

助桜まつり（4月2日開催）でのデビューに先立ち、その練

習成果を議員に披露していただきました。 

　ガイドの皆さんは、町が開催した養成講座を受講した

後も勉強会を続けられています。堀尾跡公園や八釼社、

桂林寺などを案内しながら、来訪される方々に町の歴史

を紹介します。 

　「議員紹介（各議員の役職等）」と「スケジュール（議員が出席する会議等）」を追加しました。 

　（スマートフォンをお持ちの方は、QRコードを読み取ることでアクセスできます。） 

　北保育園は、平成27年度から建設工事が進められて

きましたが、園舎がほぼ完成したことから、3月25日（土）、

竣工式が執り行われました。 

　竣工式当日は、園児、地域の役員、関係機関代表者、議

員等が出席しました。なお、29年度は、第3期工事及び園

庭整備等の工事が予定されています。 

北保育園竣工式 
しゅん こう 

史跡などを案内しながら町の歴史を紹介 竣工式会場前の様子 

～議会ホームページを充実～ 

スケジュール 議 員 紹 介

※スケジュールは変更になる場合があります。 

はっ けん しゃ 
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きましたが、園舎がほぼ完成したことから、3月25日（土）、

竣工式が執り行われました。 
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まちの 
元気者 
まちの 
元気者 

手続きは簡単です！ 
役場3階で住所と名前を書くだけ 

みなさん議会傍聴に

来てください
みなさん議会傍聴に

来てください
みなさん議会傍聴に

来てください
6月定例会予定 
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広
報
常
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会 

 

6月 2日（金） 提案説明 

6月 6日（火） 一般質問 

6月 7日（水） 一般質問 

6月 9日（金） 質疑・委員会付託 

6月13日（火） 総務建設常任委員会 

6月15日（木） 文教福祉常任委員会 

6月22日（木） 討論・採決 

表紙の写真 

その笑顔で、
明日へ

　今日のこのひとときも、か
けがえのない思い出の1ペ
ージに。 
　その笑顔を忘れないで、
明日に向かって歩き出そう。 

議
会

だ
よ

り
 

楽しく！ なかよく！ 活動中 
堀尾さくら会 

会長 大島弘幸さん 

特集　平成29年度一般会計予算 
法人町民税　増収を見込む 
インフラの整備・充実 

一般質問　自転車事故の削減対策は 
　　　　　小学校登下校時の見守り体制は 

～

発
行

／
大

口
町

議
会
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／
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会
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報
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会
 

議
会
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は

再
生
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し
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。

 

〒
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町
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口
七

丁
目

155番
地

 
T

EL（
0587）95-1702（

直
通

）　
 FA

X
 95-1454

3月16日　南小学校卒業式 3月16日　南小学校卒業式 

会議録が閲覧できます 
http://www.town.oguchi.aichi.jp

/2741.htm

取材を終えて 
　今後の超少子高齢社会では、老人会の役割
がますます重要になると思いました。 

（鈴木義彦） 

グラウンドゴルフを楽しみながら体力・健康づくり 

佐野先生の講演を聞くさくら会の皆さん 

♪　堀尾さくら会とは？ 
　大口町老人クラブ連合会の1つで、豊田区
にある老人会です。 

 
 

♪　活動状況は 
　週2回のグラウンドゴルフ、カラオケ、年
数回の温泉旅行、豊田堀尾跡公園周辺の除草
清掃などの他、月1回程度、月例会も行って
います。2月の月例会では、「健康で長生き
しよう」をテーマに佐野新先生（さのクリニ
ック）の講演会を開催し、大好評でした。 
 

♪　現在の会員数は？ 
　88人です。今後も人数を増やしていくよう
努力していきたいと思っています。 
 

♪　町への要望などありましたら？ 
　これからも活動を増やして会を盛り立てて
いくため、ぜひとも補助金等を増やしてほし
いです。 
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